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有 道 会 綱 領
一、宗憲の精神に則り、愛宗護法、
両大本山、特に祖山護持の道念
にもとづき、宗団の和合と興隆に
尽瘁する。

二、広く宗門人の与望に応え、宗政
の刷新、進展に邁進する。

三、常に本宗の使命達成のため、そ
の発揚具現に挺身する。
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令
和
四
年
の
年
頭
に
あ
た
り

謹
ん
で
新
年
の
お
慶
び
を
申
し

上
げ
ま
す
。

　
今
年
こ
そ
は
穏
や
か
な
る
一

年
と
な
り
ま
す
よ
う
念
じ
ま
す

と
共
に
、
両
大
本
山
の
ご
隆
昌

と
全
国
有
道
会
々
員
諸
老
師
の

万
福
多
幸
を
念
じ
上
げ
ま
す
。

　
令
和
二
年
一
月
半
ば
よ
り
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
が

世
界
中
に
蔓
延
し
、
令
和
三
年

夏
に
ピ
ー
ク
を
迎
え
た
感
染
症

第
五
波
が
下
火
に
な
っ
た
も
の

の
、
必
ず
第
六
波
が
起
こ
る
と

い
う
専
門
家
の
意
見
も
あ
り
、

元
の
生
活
に
戻
る
こ
と
が
中
々

叶
わ
な
い
日
々
が
続
い
て
お
り

ま
す
。

　
そ
の
中
に
あ
っ
て
、昨
年
は

宗
門
に
と
っ
て
も
大
き
な
悲
し

み
に
包
ま
れ
ま
し
た
。宗
門
人

の
帰
趨
で
あ
る
大
本
山
永
平
寺

前
貫
首
慈
航
玄
德（
福
山
諦

法
）禅
師
が
九
月
十
日
に
、ま
た

九
月
十
九
日
に
は
大
本
山
總
持

寺
貫
首
大
寛
眞
應（
江
川
辰
三
）

禅
師
が
相
次
い
で
ご
遷
化
さ
れ

ま
し
た
こ
と
は
、
宗
門
に
と
っ

て
大
き
な
損
失
で
あ
り
ま
す
。

　
希
わ
く
は
大
寂
定
中
に
遊
化

せ
ら
れ
ん
こ
と
を
、
会
員
一
同

心
よ
り
ご
祈
念
申
し
上
げ
る
次

第
で
あ
り
ま
す
。

　
一
昨
年
大
本
山
永
平
寺
の
法

燈
を
引
き
継
が
れ
ま
し
た
八
十

世
貫
首
黙
室
玄
照（
南
澤
道
人
）

不
老
閣
大
禅
師
猊
下
に
於
か
れ

ま
し
て
は
、
矍
鑠
た
る
ご
尊
容

に
て
、
昨
年
十
一
月
二
十
二
日

宗
務
庁
に
於
い
て
管
長
就
任
式

に
臨
ま
れ
、
更
に
第
百
三
十
七

回
通
常
宗
議
会
の
開
会
式
で

は
、
議
員
に
ご
懇
篤
な
る
教
示

を
頂
戴
致
し
ま
し
た
。

　
宗
務
・
山
務
の
ご
総
覧
、
四

衆
ご
接
化
に
と
種
々
御
高
導
を

戴
い
て
お
り
ま
す
こ
と
、
誠
に

有
難
く
存
じ
ま
す
が
、
何
卒
ご

法
體
堅
固
な
ら
ん
こ
と
を
会
員

各
位
と
共
に
心
よ
り
冀
う
も
の

で
あ
り
ま
す
。

　
昨
年
も
日
本
列
島
各
地
で
自

然
災
害
が
多
発
し
、
多
く
の

方
々
が
犠
牲
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
河
川
の
氾
濫
に
よ
る
家

屋
の
流
失
等
に
て
被
災
さ
れ
た

方
々
に
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　
扨
、
宗
門
に
目
を
向
け
ま
す

と
、
特
派
布
教
・
梅
花
流
を
は

じ
め
検
定
会
・
研
修
会
等
、
多

数
の
人
が
集
う
行
事
が
中
止
に

な
り
、
六
月
開
催
予
定
の
第
百

三
十
七
回
通
常
宗
議
会
も
感
染

症
拡
大
に
よ
り
延
期
さ
れ
て
い

ま
し
た
が
、
昨
年
十
一
月
二
十

二
日
か
ら
開
催
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
の
で
、
曹
洞
宗
令
和

二
年
度
決
算
と
と
も
に
本
会
報

に
て
ご
報
告
致
し
ま
す
。

　
ま
た
、
有
道
会
本
部
に
於
い

て
は
、
昨
年
も
顔
を
合
わ
せ
て

の
会
議
の
開
催
は
難
し
く
、
リ

モ
ー
ト
に
よ
る
会
議
の
準
備
が

整
い
ま
し
た
の
で
、
有
道
会
が

掲
げ
る
宗
団
機
構
・
教
学
人

権
・
教
化
施
策
に
関
す
る
部

会
、『
有
道
会
三
政
策
専
門
部

会
』
を
開
催
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の

部
会
長
が
中
心
と
な
っ
て
、

種
々
議
論
を
重
ね
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
昨
年
末
よ
り
有
道

会
『
僧
堂
改
革
に
つ
い
て
の
委

員
会
』
を
再
開
し
、
僧
堂
に
安

居
す
る
修
行
僧
の
行
履
を
如
何

に
す
れ
ば
充
実
し
た
環
境
に
で

き
る
か
な
ど
を
協
議
し
て
い
く

所
存
で
す
。

　
い
ず
れ
に
致
し
ま
し
て
も
議

員
一
丸
と
な
っ
て
宗
門
の
動
静

を
し
っ
か
り
と
見
極
め
る
こ
と

が
、
全
国
有
道
会
々
員
諸
老
師

の
付
託
に
お
応
え
出
来
る
道
で

あ
る
と
思
慮
致
し
ま
す
の
で
、

今
後
共
ご
指
導
ご
𠮟
声
を
お
願

い
申
し
上
げ
、
年
頭
の
ご
挨
拶

と
致
し
ま
す
。

（1）「ともに願い　ともに寄り添い　ともに歩む」 有 道 会 会 報 令和4年 1月 1日 NO.101

起
の
理
法
を
証
明
す
る
が
如

く
、
全
て
が
関
わ
り
の
中
に

在
る
こ
と
を
私
た
ち
に
知
ら

し
め
て
お
り
ま
す
。

　

前
の
大
戦
の
反
省
か
ら
、

協
調
と
調
和
を
目
指
し
た
世

界
で
し
た
が
今
は
余
り
に
も

悲
し
い
状
態
で
す
。
老
衲
が

監
院
と
し
て
お
仕
え
し
た
故

宮
崎
禅
師
は
「
仏
宝
は
光
、

法
宝
は
正
し
さ
、
僧
宝
は
仲

良
さ
」
と
教
え
て
下
さ
い
ま

し
た
。

　

諸
問
題
が
複
雑
に
絡
み
合

う
難
し
い
時
代
で
あ
り
ま
す

が
、
仏
法
に
は
解
決
の
知
慧

が
あ
り
ま
す
。
光
を
見
失
わ

ず
、
我
を
超
え
た
正
し
さ
を

尊
重
し
、
全
て
の
命
が
和
合

出
来
る
社
会
を
目
指
し
て
参

り
ま
し
ょ
う
。

　

有
道
会
皆
様
が
御
清
祥
に

て
、
益
々
仏
法
興
隆
に
ご
精

進
下
さ
い
ま
す
こ
と
を
念
じ

て
止
み
ま
せ
ん
。

	

合
掌

　

壬
寅
の
新
春
を
迎
え
有
道

会
皆
様
の
御
福
祥
と
新
型
感

染
症
の
新
た
な
波
が
参
り
ま

せ
ん
こ
と
を
祈
念
い
た
し
ま

す
。

　

昨
年
は
、
福
山
禅
師
、
江

川
禅
師
の
御
両
尊
が
相
次
い

で
御
遷
化
さ
れ
寂
し
い
限
り

で
す
が
、
老
残
に
鞭
打
っ
て

も
一
層
精
進
せ
ね
ば
と
覚
悟

新
た
に
致
し
ま
し
た
。

　

グ
ロ
ー
バ
ル
化
し
た
社
会

は
、
釈
尊
が
看
破
さ
れ
た
縁

大
本
山
永
平
寺
第
八
十
世

　
　
　
　
南
澤 

道
人
　
大
禅
師
猊
下

令
和
四
年
年
頭
口
宣

雪
裡
元
朝
穏
坐
間

壬
寅
淑
気
入
禅
関

新
年
佛
法
如
何
問

四
海
波
平
日
月
還

有
道
会
会
長

釜
田
　
隆
文
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ご
挨
拶

大
本
山
永
平
寺

監
院　

小
林 

昌
道

　
令
和
四
年
壬
寅
の
新
春
を

寿
ぎ
有
道
会
諸
老
師
の
更
な

る
ご
多
祥
を
祈
念
申
し
上
げ

ま
す
。

　
平
素
は
も
と
よ
り
昨
年
一

年
に
お
き
ま
し
て
は
第
八
十

世
南
澤
道
人
不
老
閣
猊
下
晋

山
式
、
そ
し
て
第
七
十
九
世

福
山
諦
法
禅
師
様
の
本
葬
と

有
道
会
皆
様
に
は
一
際
お
世

話
相
成
り
心
よ
り
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。
本
年
に
お
き
ま

し
て
も
変
わ
ら
ぬ
ご
法
愛
を

祖
山
に
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　
さ
て
、
新
年
早
々
か
ら
俗

な
話
題
で
誠
に
恐
縮
に
存
じ

ま
す
が
昨
年
十
月
の
第
四
十

九
回
衆
議
院
選
挙
が
行
わ
れ

る
に
あ
た
り
多
く
の
選
良
議

員
が
引
退
さ
れ
ま
し
た
。
そ

の
お
一
人
で
あ
り
、
衆
院
議

長
も
つ
と
め
ら
れ
た
伊
吹
文

明
氏
が
引
退
に
あ
た
り
三
十

数
年
に
及
ぶ
議
員
生
活
を
振

り
返
っ
て
の
回
想
記
事
が
新

聞
に
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。
少

し
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
く
な

ら
ば
、「
政
策
に
は
理
念
や

理
屈
が
必
要
だ
が
、
そ
れ
だ

け
で
は
実
現
で
き
な
い
。
政

略
や
人
間
関
係
も
必
要
に
な

る
。
人
間
関
係
や
信
頼
感
を

頼
り
に
政
策
と
政
略
の
両
方

を
動
か
さ
な
い
と
、
良
い
政

策
も
絵
に
描
い
た
餅
に
な

る
。（
中
略
）
人
間
の
主
張

や
理
念
に
数
学
の
よ
う
に
絶

対
正
し
い
答
え
は
な
い
。
異

な
る
意
見
に
も
耳
を
傾
け
互

い
に
妥
協
を
重
ね
最
後
は
多

数
決
で
決
す
る
こ
と
が
要
諦

で
あ
っ
た
。」
と
の
内
容
で

し
た
。

　

社
会
は
無
常
で
あ
り
ま

す
。
例
え
ば
今
回
の
よ
う
な

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
流
行
の
よ
う
な
世
界
中
に

影
響
を
及
ぼ
す
も
の
か
ら
私

た
ち
の
暮
ら
し
に
関
わ
る
も

の
ま
で
大
小
様
々
な
こ
と
に

起
因
し
変
化
を
重
ね
て
お
り

ま
す
。
こ
の
荒
波
を
乗
り
越

え
て
心
豊
か
な
人
生
を
暮
ら

し
て
い
く
に
は
仏
法
を
理
念

と
し
た
人
間
関
係
を
築
い
て

ゆ
く
こ
と
が
肝
要
で
あ
り
ま

し
ょ
う
。

　

今
次
の
感
染
症
流
行
に

よ
っ
て
傷
ん
だ
で
あ
ろ
う
人

間
関
係
を
一
仏
両
祖
の
み
教

え
を
理
多
と
し
て
修
復
し
、

人
々
と
サ
ン
ガ
を
為
し
て
平

和
な
社
会
実
現
に
向
け
て
力

を
尽
く
し
て
い
く
好
機
と
せ

ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
こ
こ
に
、
全
宗
門
皆
様
の

ご
教
導
を
お
願
い
い
た
し
新

年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

第
百
三
十
七
回
曹
洞
宗
通
常
宗
議
会

宗議会開会式 管長就任式

　

本
日
、
こ
こ
に
第
百
三
十
七
回
曹

洞
宗
通
常
宗
議
会
の
開
会
に
あ
た

り
、
議
員
各
位
と
一
堂
に
会
し
、
恭

し
く
一
仏
両
祖
の
炳
鑑
を
仰
ぎ
、
正

法
興
隆
の
方
策
を
互
い
に
商
議
し
得

ま
す
こ
と
は
、
洵
に
慶
幸
と
す
る
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

現
今
の
国
内
外
の
情
勢
を
精
察
す

る
に
、
諸
問
題
の
深
刻
化
が
日
に
日

に
増
す
る
こ
と
で
世
相
は
混
迷
の
一

途
を
辿
り
、
煩
慮
の
止
ま
な
い
人

心
、
道
義
の
頽
廃
な
ど
、
衲
の
憂
慮

も
堪
え
る
こ
と
が
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

　

こ
の
よ
う
な
混
濁
た
る
時
代
に
お

い
て
、
わ
れ
ら
法
孫
に
課
せ
ら
れ
た

責
務
は
申
す
ま
で
も
な
く
、
両
祖
大

師
の
慈
訓
に
な
ら
い
、
直
下
承
当
の

自
覚
に
立
っ
て
、
等
し
く
万
民
を
導

く
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

　

選
良
さ
れ
た
議
員
各
位
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
今
次
宗
議
会
に
上
程
さ

れ
る
諸
案
件
に
つ
い
て
慎
重
審
議
を

重
ね
、
本
宗
寺
院
の
要
望
と
期
待
に

応
え
、
そ
の
責
務
を
果
た
し
、
以
て

信
託
に
尽
く
さ
れ
ん
こ
と
を
、
切
に

願
う
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
　

令
和
三
年
十
一
月
二
十
二
日

	

曹
洞
宗
管
長　

南
澤
道
人

教示

第
百
三
十
七
回

通
常
宗
議
会

宗
会
開
催
此
是
時

両
尊
坦
上
仰
真
慈

洞
門
耆
宿
尽
心
意

審
議
和
衷
整
法
規

慈
悲
容
納

荷
担
重
責
洞
門
長

両
祖
真
前
仰
戒
香

一
炷
紫
烟
唯
禱
處

萬
邦
和
樂
福
無
量

慈
悲
容
納
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17款−選挙費� 804 万 7034 円

18款−指導相談費� 14 万 9127 円

19款−年金� 1 億 5424 万 883 円

20款−審事院費� 528 万 4531 円

21款−特別会計繰入金� 6 億 1500 万円

22款−予備費� 8664 万 5238 円

○一般会計 歳出臨時部 決算額 5 億 9638 万 7785 円（内訳）

1 款−管長就任式費� 0 円

2 款−大本山總持寺開山太祖瑩山紹瑾禅師 700 回大遠忌香資� 6000 万円

3 款− SDGs 推進事業費� 320 万 1431 円

4 款− SDGs シンポジウム並びに Tokyo 禅アリーナ開催補助費� 0 円

5 款−曹洞宗宗務庁版『正法眼蔵』作製費� 189 万 5289 円

6 款−過疎地寺院振興対策室費� 28 万 2892 円

7 款−曹洞宗宗制調査室費� 279 万 6173 円

8 款−禅の実践プログラム費� 521 万 2000 円

9 款−世田谷学園特別振興補助費� 1500 万円

10款−新型コロナウイルス感染症対策積立金� 5 億 800 万円

○特別会計 歳入歳出決算

僧侶共済� 40 億 351 万 6696 円

寺院建物共済� 36 億 9413 万 6776 円

育英資金� 5 億 9000 万 8225 円

社会事業振興資金貸付等� 3 億 3144 万 1469 円

宗門護持会� 6874 万 7202 円

不動産（建物）償却引当積立金及び不動産取得運用基金

� 26 億 2561 万 302 円

修証義公布百周年記念育英基金� 11 億 8228 万 6672 円

災害対策� 8 億 909 万 2064 円

図書印刷物等刊行� 8 億 9647 万 3057 円

檀信徒会館� 12 億 9122 万 7472 円

○準備資金収支決算額　30 億 7836 万 2605 円

収入決算額� 36 億 2932 万 7605 円

支出決算額� 5 億 5096 万 5000 円

○一般会計 歳入 決算額 52 億 4980 万 4857 円（内訳）

1 款−賦課金� 42 億 6149 万 2770 円

2 款−義財金� 3 億 1467 万 2165 円

3 款−手数料� 2310 万 7580 円

4 款−雑収入� 1 億 4956 万 7342 円

5 款−準備資金受入金� 5 億 96 万 5000 円

6 款−借入金� 0 円

○一般会計 歳出経常部 決算額 39 億 4590 万 6905 円（内訳）

1 款−両大本山費� 3720 万円

2 款−宗務管理費� 17 億 4856 万 5937 円

3 款−宗費完納奨励金� 6 億 3368 万 842 円

4 款−分担金� 1439 万 2000 円

5 款−会議費� 3844 万 1760 円

6 款−企画費� 1057 万 9274 円

7 款−人権擁護推進本部費� 1051 万 1096 円

8 款−検定会費� 240 万 3853 円

9 款−布教教化費� 2 億 1006 万 5928 円

10款−補助費� 9312 万 2503 円

11款−教育費� 1 億 7011 万 2215 円

12款−指導養成費� 481 万 2841 円

13款−交付品費� 379 万 844 円

14款−伝道教化資料費� 504 万 202 円

15款−出版費� 8887 万 7803 円

16款−調査費� 494 万 2994 円

歳出決算額
45億4229万4690円

宗務管理費
17億4856万5937円
（38.50％）

宗費完納奨励金
6億3368万842円（13.95％）

布教教化費
2億1006万5928円（4.62％）

補助費
9312万2503円（2.05％）

教育費
1億7011万2215円（3.75％）

出版費
8887万7803円（1.96％）

年金
1億5424万883円（3.40％）

特別会計繰入金
6億1500万円（13.54％）

予備費
8664万5238円（1.91％）

臨時部
5億9638万7785円（13.13％）

その他
1億4559万5556円（3.21％）

歳入決算額
52億4980万4857円

手数料
2310万7580円
（0.44％）

雑収入
1億4956万7342円
（2.85％）

義財金
3億1467万2165円
（5.99％）

賦課金
42億6149万2770円
（81.17％）

準備資金受入金
5億96万5000円
（9.54％）

第 137 回通常宗議会決算
●令和2年度　曹洞宗一般会計歳入歳出決算

歳入決算額� 52 億 4980 万 4857 円
歳出決算額� 45 億 4229 万 4690 円
（内訳）
経常部歳出決算額	 39 億 4590 万 6905 円
臨時部歳出決算額	 5 億 9638 万 7785 円
歳入歳出決算差引残額� 7 億 751 万 167 円

（令和 3年度準備資金に編入）
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【
第
百
三
十
七
回
曹
洞
宗
通
常
宗
議
会
・
総
長
演
説
抜
粋
】

宗
務
総
長
　
鬼
生
田
俊
英

両
大
本
山
禅
師
遷
化
に
つ
い
て

　

大
本
山
永
平
寺
第
七
十
九
世
・
福
山

諦
法
禅
師
に
お
か
れ
て
は
九
月
十
日

に
、　

大
本
山
總
持
寺
独
住
第
二
十
五

世
・
江
川
辰
三
禅
師
に
お
か
れ
て
は
、

同
月
十
九
日
に
遷
化
さ
れ
た
。

　

福
山
禅
師
の
大
夜
、
密
葬
儀
が
九
月

十
六
日
、
十
七
日
に
大
本
山
永
平
寺
で

執
り
行
わ
れ
、
本
葬
儀
は
十
二
月
十
六

日
に
、
同
じ
く
大
本
山
永
平
寺
に
て
厳

修
さ
れ
る
。

　

江
川
禅
師
の
大
夜
、
密
葬
儀
は
九
月

二
十
五
日
、
二
十
六
日
、
大
本
山
總
持

寺
で
執
り
行
わ
れ
、
本
葬
儀
の
日
程
は

未
定
だ
が
、
大
本
山
總
持
寺
で
厳
修
の

予
定
で
あ
る
。
江
川
禅
師
ご
遷
化
の
後

は
、
宗
憲
の
定
め
に
よ
り
大
本
山
總
持

寺
副
貫
首
・
石
附
周
行
師
が
直
ち
に
猊

座
に
就
か
れ
、
十
月
十
日
に
入
山
式
が

挙
行
さ
れ
た
。

今
次
内
局
の
重
点
施
策
の
中
途
報
告
と

今
後
の
展
望
に
つ
い
て

　

宗
務
総
長
就
任
以
来
、そ
の
ほ
と
ん

ど
が
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
に
費
や
さ
れ
、

思
っ
た
以
上
に
業
務
を
進
め
る
こ
と
が

で
き
な
い
も
ど
か
し
さ
を
抱
え
て
い
る
。

　

し
か
し
、
次
期
内
局
に
私
自
身
の
意

思
を
円
滑
に
引
き
継
ぐ
た
め
、
あ
る
程

度
の
道
筋
を
用
意
し
て
お
く
べ
き
と
考

え
て
い
る
。
そ
こ
で
、
今
次
内
局
の
重

点
施
策
の
中
途
報
告
と
今
後
の
展
望
に

つ
い
て
申
し
上
げ
た
い
。

　

ま
ず
宗
制
調
査
室
は
、
先
日
開
催
の

宗
制
審
議
会
で
、
今
般
の
宗
議
会
に
上

程
予
定
の
変
更
案
を
審
議
い
た
だ
い

た
。
審
議
会
終
了
後
に
、
改
め
て
当
局

で
変
更
案
検
討
の
結
果
、
よ
り
慎
重
な

審
議
を
要
す
と
し
、
総
合
特
別
審
議
会

を
開
催
す
る
運
び
と
な
っ
た
。
そ
し

て
、
同
審
議
会
で
も
、
引
き
続
き
変
更

案
の
調
査
研
究
の
た
め
、
専
門
部
会
を

設
け
る
べ
き
と
の
結
論
に
至
り
、
内
局

で
設
置
を
了
承
し
た
。

　

次
に
、
過
疎
地
寺
院
振
興
対
策
に
つ

い
て
、
現
在
、
持
続
困
難
な
寺
院
に
主

眼
を
置
き
、
合
併
、
解
散
に
関
す
る
支

援
や
、
寺
院
の
活
性
化
に
繋
が
る
施
策

を
準
備
し
て
い
る
段
階
で
あ
る
。
し
か

し
、
調
査
が
進
む
に
つ
れ
、
後
継
者
不

足
や
経
済
力
低
下
に
よ
り
寺
院
運
営
が

危
ぶ
ま
れ
る
各
地
の
状
況
に
対
し
て
、

過
疎
地
寺
院
振
興
と
い
う
視
点
だ
け
で

は
対
応
で
き
な
い
と
い
う
課
題
も
見
え

て
き
た
。

　

そ
の
た
め
、
教
団
全
体
を
見
据
え
た

広
い
視
点
で
、
よ
り
包
括
的
な
取
り
組

み
が
必
要
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
総
研
と

も
連
携
を
深
め
、
過
疎
地
寺
院
に
限
ら

ず
、
教
団
の
中
長
期
計
画
を
策
定
す
る

こ
と
を
、
今
後
の
展
望
と
し
て
考
え
て

い
る
。
財
政
面
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
の

影
響
な
ど
予
期
せ
ぬ
事
態
で
、
檀
信
徒

会
館
運
営
を
は
じ
め
、
厳
し
い
状
況
を

迎
え
て
い
る
中
で
も
、
歳
出
削
減
に
努

め
、
準
備
資
金
を
確
保
し
、
ソ
ー
ト
ー

ビ
ル
運
営
計
画
の
策
定
準
備
、
そ
の
た

め
の
資
金
積
み
立
て
を
着
実
に
進
め
、

財
政
健
全
化
は
、
一
定
の
成
果
が
得
ら

れ
て
い
る
と
思
慮
す
る
。

　

し
か
し
、
教
団
規
模
が
縮
小
傾
向
に

あ
る
中
、
宗
費
を
現
状
の
ま
ま
に
し
た

場
合
、
実
質
的
な
宗
費
の
負
担
増
に
な

る
。
そ
の
た
め
、
今
後
十
年
ほ
ど
で
宗

費
総
額
を
大
幅
に
縮
小
し
て
も
健
全
な

財
政
を
確
保
で
き
る
よ
う
、
こ
れ
ま
で

の
財
政
の
枠
組
み
を
大
胆
に
変
え
て
い

く
こ
と
も
視
野
入
れ
て
い
る
。

　

級
階
査
定
も
、
算
定
方
法
を
含
め
た

制
度
自
体
の
抜
本
的
な
見
直
し
の
議
論

が
必
要
と
思
慮
し
て
い
る
。

　

こ
の
度
、
宗
務
総
長
の
任
を
拝
命
し

痛
感
し
て
い
る
の
は
、
教
団
全
体
の
未

来
を
見
据
え
た
大
き
な
方
針
、
計
画
の

も
と
に
、
諸
施
策
が
連
動
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
で
あ
る
。
そ
の

た
め
に
は
、
次
期
以
降
の
内
局
に
も
、

大
綱
が
引
き
継
が
れ
て
い
く
必
要
が
あ

る
。
今
後
、
今
次
内
局
が
よ
り
一
層
の

使
命
感
と
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
示
す
べ

く
、
教
団
と
し
て
、
行
財
政
に
か
か
る

中
長
期
計
画
を
策
定
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
宗
務
総
長
の
任
期
も
一

年
を
切
り
「
竿
頭
の
先
に
未
来
を
ひ
ら

く
」
た
め
に
、
ま
ず
は
基
盤
を
整
え
る

所
存
で
あ
る
。

宗
務
及
び
事
務
に
関
す
る
説
明
書

※
掲
載
順
は『
曹
洞
宗
宗
制
』に
準
ず
る

総
務
部
関
係

　

第
百
三
十
五
回
通
常
宗
議
会
で
、
変

更
案
中
懸
案
で
あ
っ
た
曹
洞
宗
審
事
院

規
程
中
一
部
変
更
案
を
上
程
、
第
一
特

別
委
員
会
に
付
託
と
な
り
、
同
時
に
宗

議
会
閉
会
中
の
特
別
委
員
会
で
の
継
続

審
査
と
な
っ
た
。
委
員
会
は
、
特
に
審

事
院
が
行
う
懲
戒
処
分
の
対
象
者
に
寺

族
を
含
め
る
か
ど
う
か
な
ど
、
懸
案
と

す
る
各
点
が
あ
っ
た
が
、
寺
族
代
表
の

地
位
に
あ
る
者
に
限
り
、
そ
の
懲
戒
処

分
の
対
象
に
含
め
る
こ
と
と
し
、
結
論

を
得
て
、
第
百
三
十
六
回
通
常
宗
議
会

で
報
告
、
可
決
と
な
っ
た
。
た
だ
し
、

審
事
院
に
お
け
る
懲
戒
事
犯
の
審
理
の

基
準
と
な
る
曹
洞
宗
懲
戒
規
程
は
未
整

備
な
の
で
、
引
き
続
き
検
討
を
図
る
。

　
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
に
よ
る
福
祉
資
金
貸
付
規
程
」
は

十
月
末
日
現
在
、
五
か
寺
か
ら
の
申
請

が
あ
り
、
査
定
委
員
会
の
決
定
を
経

て
、
貸
し
付
け
を
し
て
い
る
。

　

近
年
の
自
然
災
害
の
多
発
で
災
害
見

舞
金
交
付
額
が
増
加
し
た
こ
と
に
よ
る

保
険
料
の
増
額
に
対
応
す
べ
く
、
寺
院

福
祉
審
議
会
に
専
門
部
会
を
設
置
し
検

討
し
て
い
る
。

教
学
部
関
係

　

現
在
運
営
し
て
い
る
僧
堂
に
対
す
る

認
可
に
つ
い
て
、
令
和
三
年
十
月
末
日

ま
で
に
可
否
を
決
定
す
る
こ
と
と
な
っ

て
い
る
の
で
、
先
月
二
十
六
日
に
可
否

の
決
定
を
内
局
で
承
認
し
た
。

　

総
研
に
つ
い
て
、
未
来
創
生
研
究
部

門
で
は
、
住
職
が
安
心
し
て
檀
信
徒
を

布
教
・
教
化
で
き
る
よ
う
な
資
料
作
成

を
目
標
に
、
既
存
の
成
果
刊
行
物
の
整

理
お
よ
び
再
精
査
を
行
っ
て
い
る
。

　

近
現
代
教
団
研
究
部
門
で
は
、
部
門

内
に
「
近
現
代
の
曹
洞
宗
教
団
と
人
権

問
題
研
究
会
」
及
び
「
近
現
代
の
曹
洞

宗
教
団
と
布
教
教
化
研
究
会
」
と
い
う

二
つ
の
研
究
会
を
設
置
し
て
、
年
度
ご

と
に
定
め
た
研
究
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、

資
料
調
査
と
学
問
的
議
論
を
進
め
て
ま

い
り
た
い
。

　

宗
学
研
究
部
門
で
は
、
従
来
の
研
究

（
歴
史
・
書
誌
・
思
想
等
）
と
合
わ
せ

て
、
供
養
に
関
す
る
研
究
部
会
を
設

け
、
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
ど
の
よ
う
に

儀
式
を
行
う
か
を
は
じ
め
、
現
代
に
お

け
る
供
養
の
あ
り
方
な
ど
を
研
究
し
て

い
る
。
加
え
て
自
然
災
害
等
で
貴
重
な

宗
宝
が
喪
失
さ
れ
な
い
よ
う
、
各
種
文

献
、
画
像
等
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
実
施
し

て
い
る
。

　

教
化
研
修
部
門
で
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン

形
式
で
の
講
義
、
坐
禅
指
導
実
習
な
ど

の
実
施
や
高
齢
者
福
祉
施
設
で
の
法
話

実
習
の
代
替
と
し
て
ビ
デ
オ
レ
タ
ー
を

用
い
る
な
ど
対
応
、
一
定
の
研
修
成
果

を
獲
得
し
て
い
る
。

財
政
部
関
係

　

令
和
三
年
度
宗
費
の
納
付
期
限
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
の
状
況
に
鑑
み
、昨
年
度
に

引
き
続
き
、延
長
す
る
措
置
を
講
じ
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
特
別

支
援
金
の
予
算
額
は
五
億
八
百
万
円
と

な
っ
て
い
る
が
、
十
月
末
日
現
在
で
、

九
十
九
・
五
六
％
交
付
済
み
で
あ
る
。

　

本
年
五
月
二
十
六
日
付
で
級
階
査
定

委
員
会
に
専
門
部
会
を
設
置
、
先
に
実

施
し
た
級
階
査
定
の
検
証
と
次
期
級
階

査
定
に
向
け
た
検
討
を
開
始
し
た
。

　

宗
務
庁
保
管
の
資
源
台
帳
で
、
財
産

処
分
等
の
手
続
き
未
了
に
よ
り
、
未
承

認
財
産
等
を
有
す
る
寺
院
は
、
本
年
十

月
末
日
現
在
、
二
千
九
百
二
十
五
か
寺

で
全
寺
院
の
十
九
％
に
な
る
。
こ
の
状

況
を
宗
務
所
で
も
共
有
い
た
だ
く
た

め
、
本
年
六
月
よ
り
、
宗
務
所
で
資
源

台
帳
の
う
ち
寺
院
が
所
有
す
る
土
地
及

び
建
物
情
報
が
閲
覧
可
能
と
な
っ
て
い

る
。

教
化
部
関
係

　

コ
ロ
ナ
禍
で
開
催
を
中
止
し
て
い
た

「
禅
教
室
」
は
、
昨
年
十
二
月
か
ら
Ｙ

ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
を
利
用
し
た
「
曹
洞
宗

昼
休
み
オ
ン
ラ
イ
ン
坐
禅
会
」
を
配
信

し
て
い
る
。
ま
た
、
十
月
か
ら
は
、
十

九
時
か
ら
も
開
催
し
て
い
る
。
四
月
か

ら
の
再
生
回
数
は
約
三
千
回
だ
が
、
今

後
は
、
従
来
の
実
際
に
参
加
す
る
開
催

と
併
用
し
て
実
施
す
る
よ
う
検
討
し
て

い
る
。

　

管
区
教
化
セ
ン
タ
ー
の
布
教
講
習
会

に
つ
い
て
、
一
堂
に
会
す
る
開
催
が
中

止
さ
れ
る
中
、
僧
侶
を
対
象
と
し
た
研

修
用
動
画
が
活
用
さ
れ
た
。
対
象
僧
侶

が
動
画
を
視
聴
し
て
レ
ポ
ー
ト
を
提
出

す
る
こ
と
に
よ
り
、
布
教
講
習
会
を
受

講
し
た
も
の
と
し
た
。「
曹
洞
禅
ネ
ッ

ト
・
寺
院
専
用
サ
イ
ト
」
か
ら
視
聴
可

能
で
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
用
意
も
あ
る
の
で
、

教
化
部
企
画
研
修
課
、
管
区
教
化
セ
ン

タ
ー
ま
で
問
合
せ
い
た
だ
き
た
い
。

　
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
委
員
会
で
は
「
ペ
ー

パ
ー
レ
ス
化
・
オ
ン
ラ
イ
ン
化
を
中
心

と
し
た
業
務
の
簡
素
化
」
及
び
「
ジ
ェ

ン
ダ
ー
平
等
や
意
思
決
定
の
透
明
化
を

含
む
環
境
整
備
」
に
つ
い
て
協
議
し
て

い
る
。
特
に
、
宗
務
行
政
に
お
け
る
施

策
の
決
定
過
程
に
お
い
て
、
女
性
の
意

思
が
反
映
さ
れ
る
機
会
が
少
な
い
こ
と

か
ら
、
ま
ず
、「
女
性
の
積
極
的
雇
用

を
促
進
す
る
こ
と
、
並
び
に
そ
れ
を
実

現
す
る
た
め
に
、
職
場
環
境
を
改
変
し

て
く
こ
と
」
に
主
眼
に
置
い
て
、
協
議

を
継
続
し
て
い
る
。

　

国
際
セ
ン
タ
ー
で
は
、
今
年
度
よ
り

「
と
ど
け
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
し
て
、

日
本
国
内
の
宗
門
寺
院
で
使
わ
れ
て
い

な
い
法
衣
等
を
海
外
の
禅
セ
ン
タ
ー
へ

送
る
取
り
組
み
を
始
め
た
。

　

五
輪
開
催
期
間
中
、海
外
の
外
国
人

を
対
象
に「
サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
・
禅
ア

リ
ー
ナ
」事
業
の
一
環
と
し
て
、講
師

が
英
語
で
坐
禅
指
導
す
る「
Ｚ
ｅ
ｎ
Ｄ

ｏ　

Ｔ
ｏ
ｋ
ｙ
ｏ
（
禅
堂　

東
京
）」を

実
施
し
た
。緊
急
事
態
宣
言
発
出
に
伴

い
、オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
坐
禅
指
導
に
変

更
し
て
実
施
し
た
。全
十
四
日
間
、参

加
者
は
六
十
六
名
に
の
ぼ
り
、動
画
再

生
回
数
は
約
五
千
回
を
超
え
て
い
る
。

伝
道
部
関
係

　

次
年
度
に
予
定
し
て
い
た
梅
花
流
創

立
七
十
周
年
記
念
奉
讃
大
会
は
開
催
を

見
送
っ
た
が
、
創
立
七
十
周
年
記
念
表

彰
の
式
典
を
、
東
京
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

で
令
和
四
年
五
月
十
七
日
に
実
施
予
定

で
あ
る
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
講
習
会
の
開
催
が
叶
わ

な
い
中
、
自
宅
で
も
梅
花
流
の
研
鑽
が

で
き
る
よ
う
、
梅
花
流
詠
讃
歌
「
作
法

編
」
の
映
像
を
作
成
し
た
。
さ
ら
に
、

梅
花
流
特
派
師
範
に
よ
る
講
習
を
梅
花

流
詠
讃
歌
の
公
式
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ

チ
ャ
ン
ネ
ル
で
発
信
し
て
い
る
。

出
版
部
関
係

　

絶
版
と
な
っ
て
い
た
『
曹
洞
宗
過
去

帳
』
を
再
刊
行
、
ま
た
『
令
和
三
年
度

寺
院
住
所
録
』『
禅
の
風
五
十
号
』
を

刊
行
し
た
。

　

本
年
九
月
末
日
に
お
け
る
宗
務
庁
刊

行
の
出
版
物
等
の
売
り
上
げ
は
、
前
年

の
同
月
末
と
比
し
て
二
％
増
と
な
っ
た

が
、
二
年
前
と
の
比
較
で
は
二
十
％
減

で
あ
る
。
特
に
梅
花
関
係
の
売
り
上
げ

の
減
少
が
大
き
く
影
響
し
て
い
る
。
そ

の
他
の
刊
行
物
は
、
二
年
前
の
売
り
上

げ
に
戻
り
つ
つ
あ
る
。　

人
事
部
関
係

　

現
在
、
宗
務
庁
の
機
構
改
革
と
し

て
、
宗
務
庁
役
職
員
か
ら
な
る
「
組
織

機
能
検
討
委
員
会
」
を
組
織
、
特
に
教

化
部
門
に
焦
点
を
当
て
、
関
連
性
の
あ

る
業
務
の
集
約
及
び
統
廃
合
に
つ
い
て

調
査
研
究
を
行
っ
て
い
る
。

　

宗
務
シ
ス
テ
ム
の
大
規
模
な
改
修
も

一
旦
終
了
し
た
の
で
、
今
後
は
宗
務
所

へ
の
公
開
情
報
の
充
実
も
含
め
、
利
便

性
向
上
と
拡
充
に
当
た
っ
て
ま
い
り
た

い
。
ま
た
、
将
来
的
な
檀
信
徒
会
館
建

て
替
え
の
可
能
性
を
念
頭
に
、
紙
に
よ

る
保
存
書
類
の
量
等
の
調
査
を
行
い
、

将
来
的
に
重
要
度
、
閲
覧
頻
度
の
高
い

書
類
を
電
子
化
し
て
行
く
こ
と
を
検
討

し
て
い
る
。

　

令
和
三
年
度
税
制
改
正
で
、
電
子
帳

簿
保
存
法
が
改
正
と
な
っ
た
。
こ
の
改

正
で
取
引
に
関
す
る
電
子
デ
ー
タ
そ
の

も
の
を
一
定
要
件
下
で
保
存
し
な
く
て

は
な
ら
な
い
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の
対

応
の
手
始
め
と
し
て
、
宗
務
庁
内
で
完

結
す
る
支
払
請
求
シ
ス
テ
ム
か
ら
電
子

承
認
の
決
裁
シ
ス
テ
ム
を
導
入
、
そ
の

後
、
順
次
、
内
部
の
起
案
手
続
き
、
さ

ら
に
は
印
影
確
認
の
必
要
な
い
申
請
等

は
電
子
承
認
の
対
象
と
し
て
拡
大
す
る

こ
と
を
検
討
し
て
い
る
。

人
権
擁
護
推
進
本
部
関
係

　

人
権
擁
護
推
進
本
部
内
、
さ
ら
に
は

宗
制
調
査
室
と
の
協
議
を
重
ね
、
規
程

全
般
に
わ
た
り
改
正
が
必
要
と
す
べ
き

点
を
明
ら
か
に
し
、
現
在
の
実
務
と
整

合
を
図
る
よ
う
、
変
更
を
加
え
た
曹
洞

宗
人
権
擁
護
推
進
本
部
運
営
規
程
一
部

変
更
案
を
上
程
し
て
い
る
。

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
今
年
で
十
年
目

を
迎
え
る
。
そ
こ
で
、
被
災
し
た
お
一

人
お
ひ
と
り
の
十
余
年
を
想
い
、
現
地

寺
院
の
み
な
さ
ま
が
取
り
組
ん
で
こ
ら

れ
た
復
興
と
、
継
続
的
に
支
援
に
取
り

組
む
復
興
支
援
室
分
室
を
取
材
し
、
次

年
度
の
教
区
人
権
学
習
と
し
て
視
聴
覚

映
像
を
制
作
予
定
で
あ
る
。

檀
信
徒
会
館
事
業
本
部
関
係

　

令
和
二
年
度
の
総
売
上
高
は
二
億
二

千
二
百
十
六
万
六
千
二
十
六
円
で
、
経

常
損
失
は
三
億
四
千
三
百
七
十
六
万
四

千
五
百
二
円
で
あ
る
。
こ
れ
に
特
別
利

益
四
億
七
千
八
百
万
円
を
加
算
し
、
こ

れ
か
ら
、
法
人
税
等
を
差
し
引
い
た
税

引
後
の
純
利
益
は
一
億
三
千
四
百
二
十

万
四
百
九
十
六
円
で
あ
る
。
し
た
が
っ

て
、
平
成
十
一
年
十
月
の
檀
信
徒
会
館

発
足
以
来
、
積
み
上
げ
て
き
た
剰
余
金

は
十
二
億
二
千
四
百
二
十
一
万
五
千
四

十
六
円
と
な
っ
た
次
第
で
あ
る
。



　
前
回
宗
議
会
の
押
川
議
員
の
総

括
質
問
答
弁
で
は
、
外
部
機
関
の

検
証
機
関
設
置
は
予
定
し
て
い
な

い
が
、
事
業
の
評
価
と
検
証
に
必

要
な
適
切
な
基
準
の
設
定
に
は
努

め
る
と
の
こ
と
だ
っ
た
。

　
そ
こ
で
、
現
時
点
で
具
体
的
に

ど
の
よ
う
な
基
準
の
設
定
が
さ
れ

て
い
る
の
か
。
ま
た
、
こ
の
任
期

中
に
教
団
全
体
の
長
期
ビ
ジ
ョ
ン

や
中
長
期
計
画
を
策
定
す
る
の

か
。 質

問
（
一
）
事
業
の
評
価
と
検

証

　
兼
務
寺
院
の
理
由
の
多
く
は
、

後
任
者
不
在
問
題
で
あ
る
。
現
在

の
社
会
情
勢
を
勘
案
す
れ
ば
、
今

後
、
過
疎
地
で
の
兼
務
寺
院
増
加

は
必
然
と
思
慮
す
る
。

　
兼
務
住
職
任
命
申
請
で
、
最
長

五
年
の
任
期
で
申
請
、
任
期
年
数

分
の
義
財
金
を
申
請
時
に
納
め
る

が
、
任
期
切
れ
毎
に
再
申
請
を
行

う
寺
院
と
行
わ
な
い
寺
院
と
が
あ

る
。
行
っ
た
寺
院
は
更
に
申
請
し

た
任
期
分
の
義
財
金
を
負
担
す

る
。
一
方
、
行
わ
な
い
寺
院
は
義

財
金
が
発
生
せ
ず
、
罰
則
も
な
い

現
状
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
再
申
請

が
な
く
と
も
、
任
期
切
れ
後
に
、

毎
年
申
請
時
の
義
財
金
を
任
期
年

数
で
割
っ
た
一
年
分
を
納
め
て
は

ど
う
か
。

　
当
然
、
任
期
中
に
後
任
候
補
を

定
め
る
こ
と
が
望
ま
し
く
、
そ
の

観
点
に
立
て
ば
再
申
請
制
度
の
必

要
性
は
認
め
る
が
、
過
疎
地
で
は

様
々
な
理
由
か
ら
障
壁
が
あ
り
兼

務
地
と
し
て
存
続
し
て
い
く
以
外

方
途
が
な
い
の
が
現
実
で
あ
る
。

な
の
で
、
義
財
金
問
題
と
後
任
問

題
と
は
、
分
け
て
考
え
る
こ
と
が

望
ま
し
い
と
捉
え
る
が
、
見
解
を

質
問
（
四
）
過
疎
対
策
と
兼
務

寺
院

伺
い
た
い
。

　
檀
信
徒
が
略
三
宝
を
お
唱
え
す

る
こ
と
は
、
実
践
行
と
し
て
の
何

よ
り
の
教
化
で
は
な
い
か
。
ま

た
、
近
頃
数
珠
を
携
行
さ
れ
な
い

方
も
見
受
け
ら
れ
る
の
で
、「
数

珠
を
作
る
会
」
な
ど
の
教
化
組
織

作
り
を
研
究
し
、
広
く
実
践
し
て

質
問
（
七
）
檀
信
徒
の
略
三
宝

の
お
唱
え
普
及
と
輪
袈
裟
の
着

用
、
数
珠
の
携
行
の
推
進

い
た
だ
く
と
大
き
な
効
果
が
得
ら

れ
る
と
思
慮
す
る
。

　
さ
ら
に
、
檀
信
徒
に
輪
袈
裟
の

着
用
を
推
進
し
た
い
。
仏
事
に
い

つ
も
着
用
で
き
る
よ
う
、
寺
院
に

ス
ト
ッ
ク
を
置
き
、
略
式
の
授
戒

を
し
た
後
、
無
料
で
授
け
ら
れ
る

よ
う
に
し
た
い
。
所
感
を
伺
い
た

い
。

　
変
更
を
考
案
す
る
前
に
、
変
更

理
由
に
対
し
関
係
機
関
の
コ
ン
セ

ン
サ
ス
を
得
て
、
そ
の
上
で
、
叩

き
台
を
作
成
、
複
数
の
機
関
等
で

立
場
の
違
う
人
々
が
議
論
を
行
う

こ
と
で
、
熟
成
さ
れ
た
議
案
が
上

程
さ
れ
る
と
認
識
す
る
が
、
如
何

か
。 質

問
（
二
）
宗
憲
の
変
更

　
五
年
毎
の
周
年
記
念
大
会
に
し

て
は
如
何
か
。

質
問
（
五
）
梅
花
流
全
国
奉
詠

大
会

　
現
在
、
ネ
ッ
ト
動
画
や
ア
プ
リ

な
ど
積
極
的
に
動
画
の
活
動
を
展

開
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
時
代
に

即
応
す
べ
く
工
夫
研
鑽
を
重
ね
た

も
の
で
、
多
く
の
方
に
視
聴
い
た

だ
き
た
い
が
、
残
念
な
こ
と
に
ア

ク
セ
ス
数
が
伸
び
て
い
な
い
。

　
動
画
配
信
に
対
し
、
宗
門
人
が

そ
れ
を
広
め
る
努
力
が
足
り
な
い

こ
と
も
要
因
で
あ
る
が
、
行
政
側

の
努
力
を
考
え
る
と
、
そ
れ
ら
を

担
当
す
る
専
門
の
部
署
が
必
要
な

の
で
は
な
い
か
。

質
問
（
八
）
専
属
の
広
報
部
署

設
置

　
コ
ロ
ナ
禍
で
ご
本
山
の
収
入
が

苦
し
い
よ
う
だ
が
、
昨
年
度
の
両

大
本
山
の
財
務
状
況
の
概
要
を
教

え
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
ま
た
、
宗
憲
の
定
め
に
よ
り
毎

年
支
出
し
て
い
る
両
大
本
山
費

は
、
現
在
三
千
七
百
二
十
万
円
だ

が
、
こ
の
金
額
は
ど
の
よ
う
に
決

め
ら
れ
た
の
か
。
さ
ら
に
宗
憲
に

謳
わ
れ
て
い
る
以
上
、
賦
課
金
の

中
に
本
山
賦
課
金
が
あ
っ
て
し
か

る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
現
在
の
両
大
本
山
費
は
、
一
か

寺
あ
た
り
に
換
算
す
る
と
約
二
千

五
百
円
と
な
る
。
本
員
は
せ
め
て

そ
の
倍
は
支
出
で
き
な
い
か
と
考

え
る
。
そ
こ
で
、
予
算
折
衝
時

に
、
事
前
に
両
大
本
山
の
経
営
状

況
に
つ
い
て
情
報
を
得
て
、
両
大

本
山
護
持
委
員
会
に
諮
り
、
金
額

を
設
定
す
る
の
が
望
ま
し
い
と
思

料
す
る
が
、
如
何
か
。

質
問
（
三
）
両
大
本
山
費

　
布
教
教
化
規
程
第
四
十
一
条
に

は
、
各
寺
院
で
教
化
組
織
を
設

け
、
届
け
出
る
こ
と
が
義
務
化
さ

れ
て
い
る
。
こ
れ
を
受
け
教
化
部

は
公
認
登
録
台
帳
に
登
録
、
経
費

の
一
部
補
助
が
認
め
ら
れ
て
い

る
。
そ
こ
で
、
現
況
把
握
の
た

め
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
が
な
か
っ

た
平
成
二
十
八
か
ら
三
十
年
度

の
、
禅
の
集
い
を
除
い
た
新
規
登

質
問
（
六
）
寺
院
の
教
化
活
動

録
数
と
、
登
録
さ
れ
た
教
化
組
織

に
対
し
、
教
化
部
か
ら
ど
の
よ
う

な
働
き
か
け
が
な
さ
れ
、
い
く
ら

の
補
助
金
が
支
出
さ
れ
た
の
か
。

　
ま
た
、
こ
の
四
十
一
条
を
見
直

し
て
は
如
何
か
。
規
程
中
の
「
教

化
組
織
」
の
例
に
、
現
在
比
較
的

行
わ
れ
て
い
る
も
の
を
記
し
、
条

文
も
強
制
的
な
文
言
を
緩
や
か
に

し
、
年
度
毎
の
活
動
実
績
は
オ
ン

ラ
イ
ン
で
行
う
よ
う
に
で
き
な
い

か
。
ま
た
、
経
費
の
一
部
は
宗
費

か
ら
差
し
引
い
て
は
ど
う
か
。
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質
問
（
一
）
の
答
弁

　
評
価
は
、
あ
る
一
定
の
基
準

を
満
た
し
て
い
る
か
だ
け
で
は

な
く
、
総
合
的
な
判
断
で
評
価

す
る
べ
き
と
思
料
す
る
。
そ
の

た
め
に
必
要
な
こ
と
は
、
各
事

業
の
目
的
や
内
容
、
実
績
や
効

果
、
費
用
を
明
確
に
す
る
こ
と

で
あ
り
、
そ
れ
に
は
、
明
文

化
、
数
値
化
で
評
価
の
土
台
を

整
え
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
上

で
、
所
管
部
の
自
己
評
価
と
客

観
的
な
視
点
で
の
相
互
評
価
を

行
う
こ
と
が
枠
組
み
と
考
え

る
。
そ
し
て
、
重
要
な
点
は
対

象
事
業
の
要
不
要
で
は
な
く
、

組
織
が
目
指
す
方
向
に
対
し

て
、
優
先
す
べ
き
も
の
か
ど
う

か
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
方
針
や

行
政
機
関
の
意
思
に
照
ら
し
て

判
断
す
る
こ
と
が
肝
要
で
、
そ

の
意
味
で
、
評
価
基
準
を
設
定

す
る
の
は
、
組
織
の
方
針
を
明

確
に
す
る
こ
と
を
意
味
し
て
い

る
。

　
議
員
提
案
の
外
部
機
関
に
よ

る
視
点
も
有
効
だ
が
、
ま
ず
は

方
針
を
明
確
に
し
て
、
そ
れ
に

照
ら
し
て
評
価
す
る
姿
勢
を
持

つ
こ
と
が
前
提
と
存
ず
る
。

　
今
次
内
局
で
の
中
長
期
計
画

策
定
を
目
指
す
の
で
は
な
く
、

過
程
と
内
容
を
重
視
し
て
ま
い

り
た
い
。

質
問
（
四
）
の
答
弁

　
議
員
の
提
案
は
合
理
的
な
面

が
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
義
財

の
納
付
漏
れ
は
解
消
さ
れ
る

が
、
任
命
義
財
が
賦
課
金
と
し

て
の
性
格
を
有
す
る
こ
と
に
な

る
。

　
義
財
金
と
後
任
住
職
の
問
題

を
分
け
て
解
決
を
図
っ
た
結

果
、
兼
務
住
職
の
常
態
化
が
進

行
、
本
来
の
兼
務
住
職
制
度
が

形
骸
化
し
て
し
ま
わ
な
い
か
、

過
疎
地
域
の
寺
院
振
興
面
か

ら
、
目
指
す
べ
き
方
向
性
と
か

け
離
れ
る
結
果
が
生
じ
な
い
か

等
、
総
合
的
な
視
点
か
ら
検
証

し
、
整
理
し
な
が
ら
、
慎
重
に

対
応
す
る
必
要
が
あ
る
。

質
問
（
七
）
の
答
弁

　
檀
信
徒
の
教
化
活
動
で
、
略

三
宝
の
お
唱
え
、
輪
袈
裟
の
着

用
を
通
じ
て
、
宗
門
や
菩
提
寺

に
対
す
る
信
仰
心
と
帰
属
心
を

涵
養
す
る
こ
と
は
意
義
あ
る
こ

と
な
の
で
、
各
寺
院
で
の
布
教

教
化
活
動
の
一
助
と
な
る
施
策

に
反
映
で
き
る
よ
う
考
え
て
ま

い
り
た
い
。

質
問
（
二
）
の
答
弁

　
宗
憲
、
曹
洞
宗
規
則
、
宗
制

の
各
規
程
も
、
変
更
事
項
の
重

要
度
に
よ
り
、
十
分
な
時
間
と

議
論
が
必
要
で
、
多
く
の
方
の

参
画
に
よ
り
、
よ
り
よ
い
議
論

と
方
向
に
進
む
の
で
あ
れ
ば
、

望
む
べ
き
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
今
次
通
常
宗
議
会
に
は
、
宗

憲
、
曹
洞
宗
規
則
の
上
程
は
叶

わ
な
い
が
、
宗
制
調
査
室
が
作

成
す
る
原
案
に
対
し
、
関
係
各

位
の
意
見
を
伺
い
な
が
ら
、
本

年
度
第
二
回
通
常
宗
議
会
で
の

成
案
上
程
に
向
け
作
業
を
加
速

し
て
ま
い
り
た
い
。

質
問
（
五
）
の
答
弁

　
現
在
、
全
国
大
会
の
在
り
方

に
つ
い
て
、
時
代
に
則
す
る
も

の
と
す
べ
く
検
討
し
て
い
る
。

質
問
（
八
）
の
答
弁

　
再
生
数
は
広
報
係
が
検
討
す

べ
き
だ
が
、
宗
務
庁
と
し
て
作

成
す
る
動
画
、
投
稿
記
事
に
つ

質
問
（
三
）
の
答
弁

　
両
大
本
山
の
山
務
運
営
等
に

関
す
る
概
要
報
告
に
は
財
務
状

況
の
報
告
は
含
ま
れ
な
い
が
、

経
済
的
に
は
厳
し
い
と
推
察
さ

れ
る
。
両
大
本
山
費
の
算
定
根

拠
と
な
る
正
式
な
記
録
が
な

く
、
現
在
の
金
額
は
、
平
成
九

年
度
よ
り
据
え
置
い
た
ま
ま
で

あ
る
。
宗
費
に
新
た
に
本
山
賦

課
金
を
設
け
る
提
案
だ
が
、
結

果
的
に
寺
院
の
宗
費
負
担
が
増

え
る
こ
と
に
な
り
、
慎
重
に
考

え
る
べ
き
と
思
量
す
る
。

質
問
（
六
）
の
答
弁

　
そ
の
期
間
の
教
化
団
体
結
成

届
け
出
は
な
か
っ
た
が
、
各
寺

院
で
は
、
様
々
な
活
動
が
さ
れ

て
い
る
こ
と
が
宗
勢
総
合
調
査

報
告
書
に
示
さ
れ
て
お
り
、
現

行
の
規
定
が
現
状
と
齟
齬
を
き

た
し
て
い
る
と
思
慮
す
る
の

で
、
今
後
、
関
係
規
程
変
更
も

含
め
、
研
究
検
討
を
し
て
ま
い

り
た
い
。

　
ま
た
、
補
助
金
の
提
案
は
、

画
期
的
と
は
存
ず
る
が
、
現

状
、
実
現
す
る
の
は
難
し
く
今

後
の
機
構
改
革
な
ど
を
検
討
す

る
中
で
、
貴
重
な
る
提
案
と
し

て
受
け
止
め
た
い
。

有
道
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後
継
者
の
確
保
と
育
成
は
、
宗

勢
が
衰
え
つ
つ
あ
る
宗
門
に
と
っ

て
喫
緊
の
課
題
で
あ
り
、
過
疎
化

対
策
に
も
直
結
す
る
。
志
あ
る
者

が
住
職
資
格
を
早
く
取
得
で
き
る

よ
う
、
宗
制
の
弾
力
的
な
活
用
が

不
可
欠
で
あ
り
、
こ
れ
に
つ
い
て

提
言
し
た
い
。

　
教
師
検
定
の
査
定
内
容
・
基
準

を
明
確
化
す
る
と
と
も
に
公
表

し
、
僧
侶
資
格
を
得
よ
う
と
す
る

者
に
ど
の
よ
う
な
条
件
が
必
要
な

の
か
を
わ
か
り
や
す
く
伝
え
、
一

般
社
会
で
働
き
な
が
ら
で
も
査
定

基
準
を
満
た
し
て
い
け
る
よ
う
な

自
助
努
力
を
促
し
て
い
く
こ
と
。

　
教
師
検
定
で
二
等
教
師
補
を
取

得
し
て
も
、
六
年
間
で
計
九
十
日

の
安
居
が
必
要
と
な
る
が
、
働
き

な
が
ら
で
も
安
居
が
積
み
重
ね
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
す
べ
て
の

専
門
僧
堂
に
一
日
か
ら
一
週
間
程

質
問
（
九
）
教
師
検
定

度
で
の
修
行
が
で
き
る
よ
う
、
常

設
の
特
殊
安
居
を
設
け
る
こ
と
。

　
本
山
・
地
方
僧
堂
で
の
講
義
に

掛
か
る
経
費
の
軽
減
の
た
め
に
、

オ
ン
デ
マ
ン
ド
方
式
に
よ
る
統
一

的
な
学
習
内
容
を
提
供
す
る
こ
と

を
提
案
し
た
い
。

質
問
（
十
）
各
僧
堂
の
オ
ン
デ

マ
ン
ド
講
習
導
入

　
教
化
部
門
に
焦
点
を
当
て
、
関

連
性
の
あ
る
業
務
の
集
約
及
び
統

廃
合
に
つ
い
て
検
討
す
る
た
め
、

質
問
（
十
三
）
宗
務
庁
の
機
構

改
革

宗
務
庁
組
織
機
能
検
討
委
員
会
を

構
成
し
、
調
査
研
究
を
行
っ
て
い

る
と
の
こ
と
だ
が
、
進
捗
状
況
も

含
め
て
詳
細
を
お
聞
き
し
た
い
。

　
宗
侶
の
行
学
の
根
本
道
場
が
本

山
僧
堂
の
位
置
づ
け
で
あ
る
が
、

尼
僧
の
本
山
僧
堂
へ
の
安
居
は
、

な
か
な
か
門
戸
が
開
か
れ
な
い
。

そ
こ
で
確
認
だ
が
、
本
山
僧
堂
が

宗
務
庁
の
懸
念
す
る
諸
条
件
を
ク

リ
ア
で
き
れ
ば
、
当
然
そ
の
安
居

は
認
め
ら
れ
る
認
識
で
よ
い
の

か
。 質

問
（
十
一
）
尼
僧
の
本
山
安

居

　
約
十
年
に
一
度
の
ペ
ー
ス
で
の

級
階
査
定
で
は
実
態
に
即
し
た
算

定
は
難
し
く
、
不
公
平
感
が
生
じ

る
可
能
性
が
あ
る
と
思
慮
す
る
。

　
直
接
収
入
方
式
の
導
入
も
検
討

材
料
に
入
れ
、
現
行
方
式
の
改
善

点
を
検
証
し
、
事
務
方
の
仕
事
量

軽
減
に
も
配
慮
し
て
、
公
平
公
正

な
算
定
方
式
の
構
築
に
努
め
る
こ

と
が
肝
要
と
思
料
す
る
が
、
見
解

を
お
聞
き
し
た
い
。

質
問
（
十
二
）
級
階
査
定

通
告
質
問

有
道
会
議
員
（
要
旨
）

檀
信
徒
会
館
の
欠
損
補
填

　

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
事
業
主
体

者
で
あ
る
宗
務
庁
と
し
て
、
事
業

支
援
は
行
わ
れ
る
の
か
、
支
援
す

る
な
ら
ど
の
よ
う
な
ス
タ
ン
ス
で

行
う
の
か
。
今
後
の
ホ
テ
ル
建
替

え
等
の
事
業
長
期
計
画
へ
の
影
響

度
合
い
は
ど
う
な
る
の
か
。

　

今
回
補
填
し
た
四
億
七
千
八
百

万
円
が
（
株
）
東
京
グ
ラ
ン
ド
ホ

テ
ル
清
算
に
伴
い
生
じ
た
不
動
産

特
別
会
計
の
償
却
資
産
の
一
部
と

の
事
だ
が
、
清
算
さ
れ
た
の
は
平

河
村
　
康
秀

成
十
一
年
十
月
と
聞
い
て
い
る
。

な
ぜ
二
十
二
年
も
の
間
会
計
処
理

が
な
さ
れ
な
か
っ
た
の
か
。

　

損
失
補
填
の
法
人
税
法
上
の
取

り
扱
い
は
益
金
で
あ
る
の
か
無
い

の
か
。

　

現
在
の
法
人
税
法
上
の
繰
越
損

失
金
は
い
く
ら
あ
る
の
か
。
さ
ら

に
、
四
億
七
千
八
百
万
円
が
建
物

の
減
価
償
却
費
に
あ
た
る
と
す
る

と
、
長
年
に
渡
り
建
物
に
対
す
る

減
価
償
却
費
が
過
大
に
計
上
さ
れ

て
い
た
こ
と
に
な
る
と
思
慮
す
る

が
、
今
後
の
税
負
担
に
影
響
は
あ

る
の
か
。

葬
儀
社
へ
の
対
応
の
指
針

　

最
近
増
加
傾
向
の
ネ
ッ
ト
系
葬

儀
社
の
多
く
は
、
檀
家
制
度
の
否

定
、
布
施
の
定
額
化
・
低
額
化
を

松
浦
　
徹
應
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い
て
、
発
信
す
べ
き
内
容
、
目

的
と
対
象
を
明
確
に
す
る
こ
と

が
必
要
で
、
広
報
の
目
標
を
設

定
す
る
こ
と
で
、
作
成
す
べ
き

動
画
の
内
容
と
担
当
部
署
が
定

ま
る
も
の
と
思
慮
す
る
。
そ
し

て
、
動
画
作
成
に
終
わ
ら
ず
、

紙
面
の
広
報
媒
体
な
ど
と
巧
み

に
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
相
乗

効
果
が
期
待
で
き
る
。

　
曹
洞
宗
の
広
報
は
、
国
内
外

の
社
会
と
曹
洞
宗
の
架
け
橋
と

な
る
役
割
を
担
う
こ
と
が
存
在

意
義
で
あ
る
と
存
ず
る
の
で
、

議
員
提
言
の
部
署
設
置
を
、
引

き
続
き
検
討
し
て
ま
い
り
た

い
。

質
問
（
九
）
の
答
弁

　
査
定
基
準
の
明
確
化
と
は
、

例
え
ば
筆
記
試
験
の
内
容
、
参

禅
、
法
式
声
明
な
ど
の
実
技
試

験
の
内
容
の
明
確
化
で
、
目
指

す
べ
き
僧
侶
、
教
師
、
住
職
と

は
こ
の
よ
う
に
あ
る
べ
き
と
自

覚
で
き
る
よ
う
な
、
試
験
内
容

と
合
格
水
準
を
明
示
す
べ
き
と

の
提
言
と
承
っ
た
。

　
無
試
験
検
定
で
教
師
補
任
さ

れ
た
場
合
で
も
、
受
検
し
て
い

た
ら
合
格
し
た
で
あ
ろ
う
か
と

自
問
し
、
足
ら
な
い
と
自
覚
し

た
な
ら
、
補
お
う
と
自
助
努
力

し
て
い
く
よ
う
な
明
確
な
試
験

内
容
、
合
格
水
準
が
あ
れ
ば
、

ひ
と
つ
の
目
標
と
し
て
定
め
て

も
よ
い
と
思
料
す
る
。

　
次
に
、
特
殊
安
居
の
提
言

は
、
安
居
の
多
様
性
が
求
め
ら

れ
る
中
で
、
常
時
特
殊
安
居
を

受
け
入
れ
ら
れ
る
僧
堂
の
設

置
、
さ
ら
に
は
短
期
間
、
極
端

に
言
え
ば
一
泊
二
日
の
安
居
を

繰
り
返
し
で
き
る
よ
う
な
僧
堂

の
設
置
も
検
討
を
要
す
る
と
思

慮
し
て
い
る
。

質
問
（
十
）
の
答
弁

　
僧
堂
の
履
修
科
目
で
、
い
く

つ
か
の
学
科
目
は
、
一
般
的
な

解
釈
と
し
て
僧
侶
が
各
々
理
解

す
る
べ
き
で
あ
り
、
オ
ン
デ
マ

ン
ド
方
式
に
よ
る
教
材
の
提
供

は
、
各
僧
堂
の
経
費
負
担
の
軽

減
に
つ
な
が
る
と
存
ず
る
。
一

方
、
特
に
宗
乗
は
、
師
家
の
境

涯
で
指
導
さ
れ
る
の
で
、
一
律

に
教
材
を
提
供
す
る
こ
と
が
、

僧
堂
運
営
に
資
す
る
か
を
検
討

す
る
必
要
が
あ
ろ
う
か
と
存
ず

る
。

質
問
（
十
三
）
の
答
弁

　
ま
ず
教
化
部
の
業
務
に
焦
点

を
当
て
、
そ
の
業
務
が
他
部
署

の
業
務
と
集
約
及
び
統
廃
合
の

可
否
等
、
所
管
部
署
の
自
己
評

価
と
し
て
の
調
査
研
究
を
し
て

い
る
。
こ
の
調
査
結
果
は
、
今

次
内
局
中
に
は
内
局
に
対
し
報

告
し
、
今
後
の
中
長
期
計
画
を

策
定
す
る
一
助
と
な
る
こ
と
を

望
ん
で
い
る
。

　
な
お
、
こ
の
検
討
委
員
会
は

あ
く
ま
で
内
部
調
査
な
の
で
、

委
員
は
、
教
化
部
、
教
学
部
、

伝
道
部
等
の
部
課
長
及
び
係
長

等
の
一
部
の
役
職
員
を
委
嘱
し

て
い
る
。

質
問
（
十
一
）
の
答
弁

　
掛
搭
僧
の
受
け
入
れ
は
、
各

僧
堂
の
堂
則
で
定
め
ら
れ
、
教

学
部
長
が
承
認
し
て
い
る
が
、

片
方
の
性
別
の
み
で
な
い
と
承

認
さ
れ
な
い
、
と
い
う
こ
と
は

な
い
。

　
一
方
で
、
仏
教
に
お
け
る
四

衆
制
は
、
性
別
、
出
家
の
有
無

で
分
け
て
修
行
す
る
こ
と
も
伝

統
的
で
あ
り
、
こ
れ
を
否
定
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
と
思
量
す

る
。

　
ま
た
、
各
僧
堂
の
受
け
入
れ

に
つ
い
て
行
政
と
し
て
介
入
す

る
こ
と
は
難
し
い
と
存
ず
る
。

質
問
（
十
二
）
の
答
弁

　
次
期
級
階
査
定
は
、
級
階
査

定
委
員
会
専
門
部
会
で
調
査
研

究
中
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
十

年
一
区
切
り
の
査
定
時
期
に
つ

い
て
、
査
定
の
間
隔
が
長
期
化

す
れ
ば
、
調
査
に
係
る
経
費
等

も
増
加
す
る
の
で
、
経
費
削
減

に
繋
が
る
方
途
を
研
究
い
た
だ

い
て
い
る
。
ま
た
、（
仮
称
）

直
接
収
入
方
式
は
、
導
入
に
向

け
た
前
向
き
な
議
論
を
お
願
い

し
て
い
る
。

　
級
階
査
定
制
度
は
、
公
平
か

つ
中
立
で
、
寺
院
に
解
り
や
す

い
制
度
で
な
く
て
は
な
ら
な

い
。

　
各
寺
院
の
実
態
を
的
確
に
と

ら
え
、
将
来
に
わ
た
り
、
よ
り

良
き
制
度
と
な
る
よ
う
引
き
続

き
検
討
を
重
ね
て
ま
い
る
所
存

で
あ
る
。

文
書
質
問

回
答
は
所
管
部
長
名

答
弁
：
財
政
部
長

　

現
時
点
で
ホ
テ
ル
事
業
へ
の

支
援
は
想
定
し
て
い
な
い
が
、

今
後
も
多
額
の
損
失
が
計
上
さ

れ
れ
ば
、
一
般
会
計
か
ら
の
資

金
投
入
を
行
わ
ざ
る
を
得
な
く

な
る
か
と
存
ず
る
。
し
た
が
っ

て
現
在
、
事
業
長
期
計
画
へ
の

影
響
は
発
生
し
て
い
な
い
。
た

だ
、
前
述
の
よ
う
に
状
況
が
改

善
さ
れ
な
け
れ
ば
、
宗
費
な
ど

に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
に
な
る

が
、
財
政
部
と
し
て
そ
う
な
ら

な
い
よ
う
に
し
た
い
。

　

四
億
七
千
八
百
万
と
い
う
金

額
は
不
動
産
貸
付
特
別
会
計
の

資
産
に
「
相
当
す
る
」
金
額
と

い
う
意
味
で
、
資
産
そ
の
も
の

で
は
な
い
。
一
般
会
計
側
で
は

出
資
金
、
檀
信
徒
会
館
特
別
会

計
側
で
は
元
入
金
と
し
て
計
上

さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。

　

不
動
産
貸
付
特
別
会
計
閉
鎖

の
際
に
檀
信
徒
会
館
特
別
会
計

に
計
上
さ
れ
た
建
物
等
の
「
資

産
」
そ
の
も
の
に
つ
い
て
は
、

減
価
償
却
を
行
っ
て
お
り
、
今

後
の
税
負
担
に
影
響
は
な
い
。

　

今
回
の
処
理
は
、
法
人
税
法

上
、
何
ら
か
の
影
響
が
発
生
す

る
処
理
で
は
な
い
の
で
益
金
に

は
当
た
ら
な
い
。
法
人
税
法
上

の
繰
越
損
失
金
は
、
令
和
元
年

度
と
二
年
度
を
合
計
し
た
五
億

九
千
百
八
十
八
万
七
千
二
百
十

九
円
で
あ
る
。



教
師
資
格
取
得

　

資
格
取
得
の
容
易
化
に
対
す
る

要
望
が
強
い
た
め
、
そ
の
進
捗
状

況
と
展
望
を
回
答
い
た
だ
き
た

い
。

教
区
制
度

　

教
区
制
度
は
概
ね
良
好
に
機
能

し
て
い
る
が
、
一
部
に
教
区
内
諸

事
象
で
派
生
す
る
、
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
的
な
弊
害
に
よ
り
精
神
的
苦
痛

を
強
い
ら
れ
る
声
が
あ
る
。
こ
れ

に
対
し
、
何
ら
か
の
避
難
措
置
や

救
済
制
度
が
あ
っ
て
も
良
い
の
で

は
な
い
か
。

デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー

メ
ー
シ
ョ
ン
（
Ｄ
Ｘ
）
推
進

　

宗
門
に
お
け
る
Ｄ
Ｘ
ロ
ー
ド

マ
ッ
プ
作
成
と
事
務
部
門
の
Ｄ
Ｘ

を
優
先
的
に
進
め
る
こ
と
を
提
言

す
る
。

　

曹
洞
宗
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
を
使

用
し
て
、
例
え
ば
全
国
宗
務
所
役

職
員
の
ア
ド
レ
ス
登
録
に
よ
り
、

情
報
の
共
有
が
図
れ
る
。
そ
の
他

に
も
必
要
に
応
じ
て
グ
ル
ー
プ
を

作
り
利
用
す
る
こ
と
は
、
す
ぐ
に

松
本
　
宏
思

で
も
で
き
る
と
思
慮
す
る
。
情
報

伝
達
の
ス
ピ
ー
ド
化
・
事
務
の
省

エ
ネ
化
等
、
多
く
の
メ
リ
ッ
ト
を

生
み
出
す
。
ぜ
ひ
、
進
め
て
い
た

だ
き
た
い
。

僧
侶
共
済
の
指
定
受
取
人

　

僧
侶
共
済
制
度
加
入
申
請
時
に

は
、
指
定
受
取
人
を
設
定
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
受
取
人

に
つ
い
て
、
現
状
を
み
る
と
、
指

定
し
た
師
僧
や
配
偶
者
の
死
亡
、

離
縁
等
で
ス
ム
ー
ズ
な
申
請
・
給

付
が
困
難
な
場
合
が
あ
る
こ
と
が

想
像
で
き
る
。
僧
侶
共
済
規
程
第

小
島
　
宗
彦

十
七
条
に
は
受
給
資
格
の
順
位
が

定
め
ら
れ
て
お
り
、
同
第
十
八
条

に
は
給
付
事
由
発
生
後
六
十
日
以

内
に
申
請
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
か
ら
、
時
間
的
制
約
と
労
力

を
必
要
と
す
る
。
そ
こ
で
、
僧
侶

共
済
の
円
滑
な
制
度
運
用
の
た
め

に
も
、
当
局
よ
り
曹
洞
宗
報
等
で

僧
侶
共
済
の
周
知
と
現
状
に
適
し

た
受
取
人
へ
の
変
更
を
促
す
よ
う

告
知
す
べ
き
と
思
料
す
る
。
ま
た

宗
務
シ
ス
テ
ム
で
確
認
で
き
る
受

取
人
が
宗
侶
・
寺
族
の
場
合
、
宗

務
庁
へ
死
亡
届
が
提
出
さ
れ
て
い

る
の
で
あ
れ
ば
、
シ
ス
テ
ム
上
で

受
取
人
に
は
該
当
し
な
い
と
判
断

で
き
る
よ
う
表
記
さ
れ
る
必
要
が

あ
る
と
思
料
す
る
。

准
師
家
の
制
度

　

専
門
僧
堂
の
再
認
可
の
可
否
が

金
岡
　
潔
宗

過
疎
対
策
寺
院
振
興
対
策

ロ
ー
ド
マ
ッ
プ

　

具
体
的
な
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
が
策

定
さ
れ
て
い
れ
ば
お
示
し
い
た
だ

き
た
い
。
策
定
さ
れ
て
い
な
け
れ

ば
、
速
や
か
に
策
定
い
た
だ
き
た

い
。曹

洞
宗
米
国
法
人
立
ち
上
げ

　

日
本
か
ら
独
立
し
た
形
で
僧
侶

育
成
が
実
現
し
た
場
合
、
宗
門
は

ど
う
関
係
を
維
持
し
て
い
く
の

か
。
以
下
の
三
点
の
回
答
を
求
め

木
村
　
光
俊

る
。

　

想
定
を
超
え
る
独
自
色
を
打
ち

出
さ
れ
て
場
合
。
米
国
法
人
だ
け

で
は
解
決
の
難
し
い
問
題
が
発
生

し
た
場
合
。
財
政
面
で
の
関
わ
り

等
に
つ
い
て
回
答
い
た
だ
き
た

い
。過

疎
地
寺
院
振
興
対
策
室

　

対
策
室
の
任
務
は
大
き
く
二
つ

あ
る
と
思
慮
す
る
。
一
点
目
は
活

性
化
に
つ
な
が
る
振
興
の
た
め
の

戸
田
　
光
隆

具
体
的
施
策
を
示
す
こ
と
で
、
二

点
目
は
過
疎
地
域
寺
院
へ
の
対
策

で
あ
る
。

　

今
次
宗
議
会
配
布
の
宗
務
及
び

事
務
に
関
す
る
説
明
書
に
は
、
今

後
不
活
動
や
住
職
不
在
の
教
区
を

対
象
に
実
態
調
査
を
行
い
、
合
併

や
解
散
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成
を
検

討
す
る
と
の
事
で
あ
る
。
し
か

し
、
過
疎
地
域
に
所
在
す
る
寺

院
、
更
に
宗
費
納
入
組
合
長
並
び

に
、
宗
務
所
長
な
ど
、
各
地
域
の

後
継
者
不
足
と
檀
信
徒
激
減
寺
院

の
声
を
聞
き
、
適
切
な
ア
ド
バ
イ

ス
を
示
せ
る
人
材
や
組
織
の
編
成

が
必
要
と
思
慮
す
る
。
寺
院
の
活

性
化
に
つ
な
が
る
具
体
的
施
策

と
、
解
散
も
視
野
に
入
れ
た
過
疎

地
域
寺
院
対
応
を
伺
い
た
い
。

宣
伝
文
句
と
し
て
お
り
、
そ
の
広

が
り
は
葬
儀
や
供
養
の
価
値
観
を

一
変
し
か
ね
ず
、
当
局
の
対
応
と

今
後
の
展
望
に
つ
い
て
回
答
い
た

だ
き
た
い
。

堂
長
会
議
の
あ
り
方
、師
家
会

　

教
育
規
程
第
二
十
九
条
に
は
、

内
局
は
毎
年
一
回
以
上
堂
長
会
議

を
開
き
、
僧
堂
の
運
営
及
び
教
育

内
容
に
つ
い
て
協
議
す
る
と
あ

る
。
過
去
の
会
議
で
、
当
局
が
堂

長
会
議
の
要
望
に
よ
り
改
善
さ
れ

た
事
柄
は
あ
っ
た
の
か
。

　

同
様
に
、
師
家
会
の
要
望
に
当

局
は
ど
う
対
応
し
た
の
か
。

　

さ
ら
に
、
今
後
の
堂
長
会
議
の

あ
り
方
や
師
家
会
と
の
関
係
に
つ

い
て
の
考
え
を
お
聞
き
し
た
い
。
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決
定
し
た
今
、
准
師
家
の
制
度
、

さ
ら
に
指
導
者
の
あ
り
方
に
つ
い

て
の
考
え
を
伺
い
た
い
。

答
弁　

布
施
の
定
額
表
記
や
僧

侶
派
遣
を
行
う
葬
儀
社
と
捉
え

て
回
答
す
る
。
派
遣
で
宗
門
が

憂
慮
す
る
点
は
、
他
の
寺
院
の

檀
徒
に
対
し
、
引
導
師
、
焼
香

師
と
な
る
こ
と
、
戒
名
等
を
授

与
す
る
事
案
が
発
生
す
る
こ
と

で
あ
る
。
仮
に
施
主
か
ら
菩
提

寺
が
あ
る
こ
と
を
知
ら
さ
れ
な

か
っ
た
と
し
て
も
、
曹
洞
宗
懲

戒
規
程
に
抵
触
す
る
こ
と
に
な

る
。

　

し
か
し
、
業
者
に
登
録
す
る

宗
侶
に
と
っ
て
は
、
生
活
に
必

要
な
収
入
源
の
場
合
も
あ
り
、

懲
戒
規
程
に
抵
触
し
な
い
よ
う

注
意
の
上
、
亡
き
人
を
供
養
し

た
い
と
い
う
利
用
者
の
気
持
ち

に
応
え
る
必
要
が
あ
る
こ
と
は

否
定
で
き
な
い
。
今
後
、
現
状

を
把
握
し
な
が
ら
対
応
を
検
討

す
る
こ
と
が
肝
要
と
思
料
す

る
。

答
弁　

一
足
飛
び
に
僧
堂
掛
搭

経
験
の
な
い
者
に
教
師
資
格
を

認
め
る
よ
り
も
、
ま
ず
は
多
様

な
僧
堂
の
あ
り
方
を
模
索
・
構

築
し
、
次
に
伝
統
的
な
禁
足
を

旨
と
す
る
僧
堂
と
、
今
日
的
問

題
に
対
応
し
よ
う
と
す
る
僧

堂
、
そ
れ
ぞ
れ
で
の
僧
堂
掛
搭

し
た
者
が
互
い
を
認
め
合
え
る

宗
制
の
整
備
や
意
識
改
革
が
必

要
と
思
料
す
る
。

答
弁　

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
行
為
が

度
を
越
え
た
も
の
で
あ
る
な

ら
、
人
権
問
題
に
抵
触
す
る
と

危
惧
さ
れ
る
。
こ
の
対
応
と
し

て
退
避
処
置
は
問
題
の
根
本
的

な
解
決
に
は
つ
な
が
ら
な
い
。

教
区
に
お
け
る
諸
問
題
は
、
基

本
的
に
は
宗
務
所
管
内
ま
た
は

教
区
内
の
自
治
に
属
す
る
事
項

な
の
で
、
ま
ず
は
、
当
該
教
区

で
問
題
の
解
決
に
あ
た
る
べ
き

で
あ
る
。

答
弁　

策
定
し
て
い
な
い
が
、

過
疎
問
題
対
策
の
基
本
方
針
は

定
ま
っ
て
い
る
の
で
、
こ
れ
を

元
に
寺
院
の
活
性
化
に
つ
な
が

る
施
策
を
講
じ
て
い
き
た
い
。

答
弁　

宗
務
所
、
教
化
セ
ン

タ
ー
、特
派
布
教
師
な
ど
資
格
・

役
職
毎
の
電
子
メ
ー
ル
送
信
先

グ
ル
ー
プ
を
作
成
し
、
一
括
で

情
報
を
伝
達
す
る
こ
と
は
、
技

術
的
に
可
能
で
あ
り
、
宗
務
庁

の
事
務
効
率
化
に
直
結
す
る
の

で
、
目
下
、
実
現
を
目
指
し
て

い
る
。

　

今
後
も
多
く
の
グ
ル
ー
プ
に

働
き
か
け
て
い
く
と
と
も
に
、

電
子
メ
ー
ル
に
限
ら
ず
、
そ
の

他
の
情
報
共
有
ツ
ー
ル
等
の
導

入
も
併
せ
て
検
討
を
す
す
め
る

所
存
で
あ
る
。

答
弁　

総
監
部
現
地
法
人
の
理

事
を
中
心
に
各
種
規
則
や
規
程

の
整
備
作
業
が
進
め
ら
れ
、
既

に
、
教
師
分
限
、
僧
侶
分
限
に

関
す
る
部
分
な
ど
は
完
成
し
て

い
る
と
報
告
を
受
け
て
い
る
。

こ
の
規
程
の
運
用
範
囲
に
お
け

る
資
格
付
与
等
に
関
し
て
問
題

は
な
く
、
そ
こ
に
想
定
を
超
え

る
独
自
性
は
生
じ
な
い
と
思
慮

す
る
。
ま
た
、
総
監
部
現
地
法

人
総
会
で
、
今
年
度
内
に
州
政

府
へ
の
法
人
登
記
及
び
国
税
局

へ
の
非
営
利
団
体
申
請
が
全
会

一
致
で
承
認
さ
れ
た
の
で
、
今

後
当
該
法
人
と
ど
う
関
わ
っ
て

い
く
か
、協
議
を
開
始
し
た
い
。

　

解
決
が
難
し
い
問
題
は
、
具

体
的
な
事
態
が
不
確
定
な
の
で

回
答
で
き
な
い
が
、
総
監
部
が

指
導
的
役
割
を
担
う
と
見
込
ま

れ
る
。

　

財
政
面
は
、
運
営
費
そ
の
も

の
を
曹
洞
宗
で
負
担
す
る
想
定

は
し
て
お
ら
ず
、
当
面
の
間
、

会
議
や
研
修
の
共
催
と
い
う
形

で
補
助
す
る
こ
と
を
検
討
し
て

い
る
。

答
弁　

対
策
室
で
は
ボ
ト
ム

ア
ッ
プ
に
よ
る
寺
院
活
性
化
に

つ
い
て
、
総
研
と
協
同
で
施
策

の
策
定
を
目
指
し
て
い
る
。
ま

た
、
過
疎
地
域
寺
院
よ
り
寄
せ

ら
れ
た
合
併
解
散
の
意
見
を
参

考
に
各
種
手
続
き
を
分
か
り
や

す
く
ま
と
め
た
マ
ニ
ュ
ア
ル
を

作
成
し
て
い
る
。

答
弁　

指
定
受
取
人
変
更
は
、

既
に
曹
洞
宗
報
に
掲
載
、
周
知

し
て
い
る
。
本
年
は
二
月
か
ら

五
月
に
掲
載
し
て
お
り
、
今
後

も
随
時
お
知
ら
せ
す
る
予
定
だ

が
、
方
法
は
検
討
し
た
い
。
ま

た
、
今
年
度
よ
り
宗
務
所
で
も

指
定
受
取
人
が
宗
務
シ
ス
テ
ム

で
確
認
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て

い
る
。
受
取
人
が
宗
侶
や
寺
族

に
限
ら
な
い
こ
と
か
ら
、
シ
ス

テ
ム
登
録
の
関
係
上
、
現
在
対

応
し
て
い
な
い
。

　

な
お
、
受
取
人
の
宗
侶
や
寺

族
が
死
亡
等
で
除
籍
に
な
っ
た

場
合
、
可
能
な
範
囲
で
宗
務
所

へ
通
知
し
て
い
る
の
で
、
理
解

い
た
だ
き
た
い
。

答
弁　

専
門
僧
堂
の
再
認
可
に

あ
た
り
、
師
家
規
程
に
あ
る
常

在
勤
務
の
准
師
家
確
保
が
僧
堂

教
育
に
は
重
要
と
思
慮
す
る
。

現
在
は
准
師
家
資
格
認
定
会
で

設
定
し
て
い
る
が
、
認
定
制
度

の
再
考
に
際
し
て
、
師
家
規
程

に
規
定
さ
れ
る
「
法
幢
を
建
て

た
者
」
及
び
「
四
十
歳
以
上
の

者
」
を
検
討
し
、
僧
堂
に
常
在

し
師
家
に
随
身
す
る
人
材
の
任

命
を
考
え
て
い
る
。

　

指
導
者
の
あ
り
方
は
、
僧
堂

設
置
基
準
第
八
条
に
あ
る
と
お

り
「
掛
搭
僧
と
と
も
に
行
住
坐

臥
の
四
威
儀
を
行
ず
る
安
居
形

態
で
僧
堂
に
勤
務
す
る
」
こ
と

が
望
ま
し
い
。

答
弁　

現
在
、
教
学
審
議
会
に

は
専
門
僧
堂
師
家
に
委
員
と
し

て
参
画
い
た
だ
い
て
お
り
、
同

専
門
部
会
も
同
様
で
あ
る
。

　

過
去
の
協
議
事
項
で
は
、
師

家
会
提
案
の
「
僧
堂
に
お
け
る



専
門
僧
堂
再
認
可
申
請

　

専
門
僧
堂
再
認
可
の
可
否
が
決

定
さ
れ
た
が
、
認
可
を
取
り
消
さ

れ
た
日
か
ら
起
算
し
て
十
年
を
経

過
し
て
い
な
い
者
は
認
可
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
に
な
っ

て
い
る
。
な
ぜ
十
年
な
の
か
。
設

置
基
準
を
満
た
し
て
い
れ
ば
申
請

は
可
能
と
考
え
る
が
、
所
見
を
お

聞
き
し
た
い
。

「
私
た
ち
は
誓
願
し
ま
す
」
ポ

ス
タ
ー

　

下
に
「
曹
洞
宗
」
と
出
て
い
る

が
主
た
る
所
管
部
は
ど
こ
か
。

「
誓
願
」
と
い
う
言
葉
を
宗
典
に

四
か
所
散
見
さ
れ
る
「
袈
裟
功

徳
」「
行
持
上
」「
行
持
下
」「
出

家
功
徳
」
が
、
こ
れ
ら
を
踏
ま

え
、
道
元
禅
師
の
思
い
を
集
約
し

誓
願
し
ま
す
と
い
う
こ
と
に
な
っ

た
の
か
、
他
に
ど
の
よ
う
な
背
景

で
誓
願
に
な
っ
た
の
か
、
お
聞
き

し
た
い
。

宗
費
減
額

　

宗
費
減
額
に
は
、
執
行
予
算
を

減
額
す
る
し
か
な
い
か
と
思
慮
す

る
。
そ
れ
に
は
歳
費
や
事
業
の
見

直
し
を
徹
底
す
る
施
策
が
必
要
と

考
え
る
が
如
何
か
。
ま
た
、
将
来

的
に
年
間
予
算
は
ど
の
く
ら
い
の

額
を
想
定
し
て
い
る
の
か
、
お
聞

き
し
た
い
。 鈴

木
　
祐
孝

【
第
一
日
目
】
十
一
月
二
十
二
日

成
立
に
関
す
る
集
会

管
長
就
任
式

開
会
式
、
開
会

常
任
委
員
選
挙
（
別
掲
）

宗
務
総
長
演
説

議
案
上
程
、
所
管
部
長
説
明

宗
務
監
査
委
員
長
報
告

特
別
委
員
会
設
置
（
別
掲
）

委
員
会
付
託

議
案
研
究

【
第
二
日
目
】�

十
一
月
二
十
三
日

総
括
質
問 会

議
と
日
程

永
平
寺
系
…
阿
部
光
裕
議
員
（
別
掲
）

總
持
寺
系
…
坂
本
泰
俊
議
員

各
委
員
会
審
議

【
第
三
日
目
】�

十
一
月
二
十
四
日

各
委
員
会
審
議

通
告
質
問

【
第
四
日
目
】�

十
一
月
二
十
五
日

各
委
員
長
報
告

各
種
案
件
可
決
承
認

懲
罰
委
員
長
報
告
、
閉
会

（
主
）押
川 

伸
生	

（
主
）佐
藤 

清
廉

（
主
）松
浦 

徹
應	

（
主
）清
泉 

文
英

	

金
岡 

潔
宗	

甘
蔗 

英
司

	

國
安 

大
智	

岩
本 

一
典

	

木
村 

光
俊	

☆
請
願
委
員
会

	

来
馬 

宗
憲	

山
路 

純
正

（
長
）池
田 

大
智	

（
主
）服
部 

直
哉

（
主
）鈴
木 

祐
孝	

☆
懲
罰
委
員
会

	

倉
内 

泰
雄	

阿
部 

光
裕

（
主
）近
藤 

龍
法	

（
主
）松
本 

宏
思

（
長
）大
坂 

恵
司	

☆
特
別
委
員
会

（
長
）神
野 

哲
州	

（
主
）倉
内 

泰
雄

（
主
）松
原 

道
一	

石
附 

正
賢

	

髙
橋 

英
寛

	

（
敬
称
略　

太
字
は
有
道
会
）

	

（
長
）は
委
員
長 

（
主
）は
主
査

（
議　

長
）三
𠮷　

由
之

（
副
議
長
）村
松　

延
行

☆
運
営
委
員
会

（
長
）森　

 

元
亨	

結
城 

俊
道

（
主
）嶽
盛 

和
三	

（
主
）圓
通 

良
樹

	

荒
井 

裕
明	

☆
予
算
委
員
会

	

岡　

 

芳
雄	

釜
田 

隆
文

（
長
）名
村 

直
高	

砂
越 

隆
侃

（
主
）片
山 

昌
佳	

渡
部 

卓
史

（
主
）田
中 

清
元	

（
主
）吉
村 

明
仁

	

福
田 

光
昭	

（
主
）武
山 

正
廣

	

坂
本 

泰
俊	

河
村 

康
秀

	
平
岩 

浩
文	

☆
第
一
決
算
委
員
会

	

中
村 
見
自	

（
主
）石
川 

順
之

（
長
）五
十
嵐
靖
雄	
（
主
）横
井 

真
之

	

龍
谷 

顯
孝	
金
子 

清
学

	

藏
山 

大
顕	
平
井 
正
道

（
主
）山
本 

健
善	

増
坂 
澄
俊

（
主
）奥
村 

孝
善	

川
村 

能
人

	

乙
川 

良
介	

小
島 

宗
彦

	

髙
橋 

英
悟	

☆
第
二
決
算
委
員
会

	

小
島 

𣳾
道	

須
田 

孝
英

	

喜
美
候
部
謙
史	

深
川 

典
雄

（
長
）戸
田 

光
隆	

伊
藤 

弘
隆

常
任
・
特
別
委
員
会
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同	

松
浦　

徹
應

　

同	

金
岡　

潔
宗

　

同	

國
安　

大
智

　

同	

木
村　

光
俊

　

同	

河
村　

康
秀

管
区
選
出
幹
事	

田
中　

機
一

　

同	

髙
田　

光
壽

　

同	

佐
藤　

善
亮

　

同	

佐
藤　

好
輝

　

同	

佐
藤　

徹
亮

　

同	

補
陀　

寛
之

　

同	

翁　
　

泰
仙

　

同	

用
元　

一
雄

　

同	

吉
廣　

泰
英

　

同	

吉
谷　

大
憲

　

同	

齋
藤　

賢
隆

　

同	

東　
　

孝
二

　

同	

中
野　

裕
道

　

同	

内
藤　

卓
洲

　

同	

高
梨　

英
文

　

同	

玉
木　

知
顕

　

同	

小
泉　

裕
道

　

同	

太
田　

広
康

青
壮
年
部
選
出
幹
事	

米
澤　

智
秀

　

同	

佐
藤　

誠
峰

　

同	

田
中　

省
吾

副
議
長

	
	

村
松　

延
行

内　

局

	

財
政
部
長	

服
部　

秀
世

	

教
学
部
長	

小
林　

孝
道

	

教
化
部
長	

浅
川　

信
隆

	

出
版
部
長	

藤
間　

良
信

	

事
業
部
長	

来
馬　

宗
憲

会　

長	

釜
田　

隆
文

顧　

問

	

曹
洞
宗
参
議

	
	

熊
谷　

紘
全

	

大
本
山
永
平
寺
監
院

	
	

小
林　

昌
道

	

大
本
山
永
平
寺
東
京
別
院
監
院

	
	

　
　

岡
田　

宏
史

	

大
本
山
永
平
寺
名
古
屋
別
院
監
院

	
	

　
　

新
美　

忍
雄

常
任
顧
問	

　
　

石
川　

順
之

	

同	

小
島　

𣳾
道

	

同	

砂
越　

隆
侃

副
会
長	

横
井　

真
之

	

同	

神
野　

哲
州

	

同	

平
井　

正
道

幹
事
長	

圓
通　

良
樹

副
幹
事
長	

結
城　

俊
道

	

同	

戸
田　

光
隆

	

同	

池
田　

大
智

監　

事	

松
原　

道
一

	

同	

渡
部　

卓
史

庶
務
幹
事	

押
川　

伸
生

	

同	

小
島　

宗
彦

会
計
幹
事	

阿
部　

光
裕

	

同	

武
山　

正
廣

幹　

事	

喜
美
候
部
謙
史

　

同	

金
子　

清
学

　

同	

髙
橋　

英
寛

　

同	

吉
村　

明
仁

　

同	

増
坂　

澄
俊

　

同	

鈴
木　

祐
孝

　

同	

川
村　

能
人

　

同	

松
本　

宏
思

有
道
会
役
員

第
三
十
五
回
有
道
会
大
会

二
〇
二
二
年
三
月
二
日

十
三
時
か
ら　

予
定　

不
祥
事
の
再
発
防
止
に
関
す
る

決
議
」
が
、
平
成
二
十
五
年
十

一
月
二
十
九
日
付
け
採
択
さ

れ
、
こ
れ
を
指
針
と
し
、
僧
堂

内
の
暴
力
行
為
を
含
む
不
祥
事

の
根
絶
、
僧
堂
人
権
学
習
の
拡

充
、
不
祥
事
発
生
時
の
対
応
マ

ニ
ュ
ア
ル
作
成
に
繋
が
っ
て
い

る
。

　

堂
長
会
議
は
、
各
僧
堂
の
情

報
共
有
に
は
有
益
と
考
え
る
。

僧
堂
振
興
協
議
会
は
、
僧
堂
実

務
担
当
者
会
議
と
し
て
、
今
後

増
え
る
事
務
の
詳
細
を
教
学
部

と
共
有
す
る
会
議
へ
と
変
更
を

検
討
し
て
い
る
。

　

師
家
会
は
各
僧
堂
と
師
家
相

互
の
連
絡
、
連
携
を
密
に
し
て

僧
堂
の
振
興
を
図
る
こ
と
が
目

的
な
の
で
、
相
互
の
情
報
共
有

の
組
織
で
あ
り
、
僧
堂
振
興
に

寄
与
い
た
だ
き
た
い
と
思
慮
す

る
。

答
弁　

一
般
的
に
学
校
長
、
裁

判
官
、
弁
護
士
等
の
資
格
を
持

つ
者
が
、
禁
固
以
上
の
刑
に
処

せ
ら
れ
た
場
合
、
そ
の
満
了
後

か
ら
十
年
間
、
資
格
の
取
得
制

限
が
課
せ
ら
れ
、
要
職
の
方
の

最
長
期
間
と
な
る
。

　

僧
堂
は
宗
門
の
人
材
養
成
の

根
幹
で
あ
り
、
宗
門
が
定
め
る

規
程
を
遵
守
し
な
い
場
合
は
、

同
様
の
欠
格
期
間
が
妥
当
と
考

え
る
。

　

な
お
、こ
の
欠
格
対
象
は
申

請
寺
院
で
は
な
く
、申
請
者
で

あ
る
。つ
ま
り
、
仮
に
別
の
申

請
者
な
ら
ば「
十
年
を
経
過
し

て
い
な
い
者
」に
該
当
し
な
い
。

答
弁　

指
摘
の
ポ
ス
タ
ー
は
東

北
管
区
教
化
セ
ン
タ
ー
作
製

で
、
昨
年
九
月
に
配
布
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
。「
誓
願
」
の
文

言
の
背
景
は
、
確
認
し
た
と
こ

ろ
、
コ
ロ
ナ
禍
で
医
療
従
事
者

や
感
染
者
、そ
の
家
族
に
対
し
、

分
断
や
差
別
が
生
じ
た
こ
と
に

対
し
、
差
別
が
起
こ
ら
な
い
、

差
別
を
し
な
い
こ
と
を
周
知
さ

せ
る
目
的
と
の
事
で
あ
っ
た
。

答
弁　

宗
費
の
総
額
を
縮
小
し

な
が
ら
、
健
全
な
財
政
を
確
保

で
き
る
よ
う
、
財
政
の
枠
組
み

を
大
胆
に
変
え
る
こ
と
も
視
野

に
入
れ
て
い
る
。そ
の
過
程
で
、

歳
出
や
各
種
事
業
を
根
本
か
ら

見
直
す
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。

　

将
来
的
な
予
算
規
模
は
現
時

点
で
は
回
答
し
か
ね
る
が
、
今

後
、
内
局
で
見
直
し
や
検
討
が

な
さ
れ
、
宗
門
が
目
指
す
方
向

に
対
し
て
、
優
先
す
べ
き
施
策

や
事
業
が
見
極
め
ら
れ
る
こ
と

で
、
宗
費
の
総
額
が
下
が
り
、

予
算
規
模
が
縮
小
す
る
と
思
慮

す
る
。


